
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1012 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 (学)化学・物理演習 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 
【化学範囲】高等学校「化学基礎」 （第一学習社出版） 

【物理範囲】「物理基礎」 （東京書籍出版） 

副教材等 
【化学範囲】セミナー化学基礎（第一学習社） 

【物理範囲】「NEW GROBAL 物理基礎＋物理」（東京書籍出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

【化学範囲】 

私たちは多種多様の物質に囲まれ、物質の中で生きています。化学は物質を対象とし、物質の性質、

反応性、構造を調べることにより、物質に関する原理、法則を見いだしていく学問です。そのために、

物質の構成を原子のレベルから理解していきます。さらに、原子がどんな形で結びつくと、どのよう

な性質のものができるのか、さらに物質の様々な変化について学びます。 

【物理範囲】 

・ 理系進学を目指す生徒が受講する授業である。「物理基礎」の授業内で扱いきれない演習問題を中

心に扱うので必ず合わせて受講すること。 

・ 予習は可能な範囲で構わないが、授業内でわからないことがあれば担当者へ確認してわからないま

まにしないこと。 

・ 年度当初に示す授業に必要なもの（教科書・ノート等）を毎時間持参すること。 

 

 

２ 学習の到達目標 

【化学範囲】 

・ 化学基礎で学ぶ内容のより深い理解。化学の基本的な概念や原理・法則を具体的な物質の性質や反

応と結び付けて理解し、活用する基本的な技能を身に付ける。 

・ 物質に関する原理・法則の基礎を理解し、物質とその変化を微視的にとらえる思考力や表現力を養う。 

・ 主体的に観察、実験などに取り組むことによって、化学的に探究する能力と態度を身に付ける。 

【物理範囲】 

・ 日常生活や社会との関連を図りながら、物体の運動と様々なエネルギーについて理解するととも

に、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本的な技能を身に付ける。 

・ 観察、実験などを行い、なぜそのような現象が起こるか・なぜそのような結果が得られたのかにつ

いて考えて検証することで科学的に探究する力を養う。 

・ 物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

【化学範囲】 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 



 

※令和４年度以降入学生用 

観
点
の
趣
旨 

化学基礎で学習する内容に

関連する内容ついての概念

や原理・法則などを理解し

ているとともに、科学的に

探究するために必要な観

察、実験などに関する基本

操作や記録などの技能を身

に付けている。 

化学基礎で学習する内容に関

した事物・現象ついて、その

理由を考え、説明することや、

条件を変えたときにどのよう

な変化が起こるかを思考して

判断することができる。また、

それを自分の言葉・文章で説

明できる。化学基礎で学習し

た内容を用いて応用的に考え

る必要がある事柄について思

考し、判断し表現できる。 

化学基礎で学習する内容、そ

れを基に発展的に思考するこ

とに、主体的に取り組み、科

学的に探求しようとすること

ができる。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

【物理範囲】 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

観察、実験などを通して、物

理基礎で扱う内容について理

解しているとともに、科学的

に探究するために必要な観

察、実験などに関する基本操

作や記録などの基本的な技能

を身に付けている。 

物理基礎に関する内容につい

て、問題を見いだし見通しをも

って観察、実験などを行い、科

学的に考察し表現しているな

ど、科学的に探究している。 

物理基礎に関する事物・現象に

主体的に関わり、見通しをもっ

たり振り返ったりするなど、科

学的に探究しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

  【化学範囲】 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 



 

※令和４年度以降入学生用 

1

学

期 

状

態

変

化・

気

体 

状態変化 

 

状態間の平衡 

 

ボイル・シャルルの法則 

 

気体の状態方程式 

 

混合気体 

 

理想気体・実在気体 

 

a:状態変化、気液平衡について理

解する。 

b:状態変化、気液平衡にかかわる

現象について原理を説明するこ

とができる。 

a:ボイル・シャルルの法則、状態

方程式、ドルトンの分圧の法則、

理想気体実在気体について理解

し、基礎的な計算問題を解くこと

ができる。 

b：気体の量変化、混合気体の量

変化、状態変化がおこる変化につ

いて、粒子レベルで現象を捉え、

各種法則を適切に使いながら変

化を追うことができる。 

C：気体の現象を捉えるために理

解および技術の定着に向けて主

体的に取り組でいる。 

定期考

査 

 

課題考

査 

定期考

査 

 

課題考

査 

授業プリ

ント 

 

振り返り

シート 

 

授業態

度 

固
体
の
構
造 

金属結晶 

イオン結晶 

共有結合の結晶 

a:結晶の構造、最密構造について

理解する。 

b:結晶間の配位数の違いについ

て原理を説明することができる。 

b:物質量の知識を応用し、結晶密

度の計算などに取り組むことが

できる。 

C：結晶構造の理解および技術の

定着に向けて、模型やシミュレー

ション等を積極的に活用しなが

ら主体的に取り組でいる。 

定期考

査 

 

課 題 考

査 

定期考

査 

 

課 題考

査 

授業プリ

ント 

 

振り返り

シート 

 

授 業 態

度 
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2

学
期 

溶
液 

溶解、溶解度 

希薄溶液の性質 

コロイド溶液の性質 

 

a:溶解度、希薄溶液の性質、コロ

イド溶液について理解する。 

a:ヘンリーの法則、沸点上昇、凝

固点降下の基本的な関係を理解

し、基礎的な計算問題に取り組め

る。 

b:溶液にまつわる現象について

原理を理解し、説明することがで

きる。 

b:冷却曲線について原理につい

て理解し、説明することができ

る。 

C：溶液の現象を捉えるために理

解および技術の定着に向けて主

体的に取り組でいる。 

C：コロイド溶液について、知識

を深めるための実験に主体的に

取り組み、その成果を報告書にま

とめることができる。 

定期考

査 

 

課 題 考

査 

定期考

査 

 

課 題考

査 

授業プリ

ント 

 

振り返り

シート 

 

授 業 態

度 

 

実験レポ

ート 

熱
化
学 

反応熱 

ヘスの法則 

結合エネルギー 

a:反応熱、熱化学方程式、結合エ

ネルギーについて理解する。 

a:ヘスの法則を理解し、基礎的な

計算問題に取り組める。 

b:種種の反応について、熱化学方

程式で表すことができる。 

b:結合エネルギーをヘスの法則

を用いて考えることができる。 

C：熱化学に関わる現象の理解お

よび技術の定着に向けて主体的

に取り組んでいる。 

定期考

査 

 

課 題 考

査 

定期考

査 

 

課 題考

査 

授業プリ

ント 

 

振り返り

シート 

 

授 業 態

度 
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3

学
期 

電
気
化
学 

電池 

電気分解 

電気分解の量関係 

a:電池、電気分解について理解す

る。 

a:電池・電気分解で起こる変化を

半反応式で表すことができる。 

a:電気化学の両関係について理

解し、基礎的な計算問題に取り組

める。 

b:新しい電池や電気分解を応用

した例について理解し、原理を説

明することができる。 

b:量関係について応用し、複雑な

回路の電池・電気分解について理

解できる。 

C：電気化学に関わる現象の理解

および技術の定着に向けて主体

的に取り組んでいる。 

C：電気化学の理解を深めるため

の実験に主体的に取り組み、その

成果を報告書にまとめることが

できる。 

定期考

査 

 

課 題 考

査 

 

定期考

査 

 

課 題考

査 

 

授業プリ

ント 

 

振り返り

シート 

 

授 業 態

度 

 

実験レポ

ート 

 

【物理範囲】 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

物
理
量
の
測
定
と
扱
い
方 

・物理量の表し方 

・有効数字と不確かさ 

・測定値を使った計算 

・科学表記 

・実験結果の整理 

a: 物理学を学習する上で必要な物理

量の表し方や測定における不確かさ,

測定値の扱い方,有効数字の計算や

科学表記の方法を理解できる。 

b:有効数字の桁数の意味を考察し、

測定時の目盛りの細かさが測定の正

確さにつながることを表現できる。 

c: 自分の歩行運動のようす等を主体

的に調べ，友達と話し合いながら比較

し，その違いなどについて考えようとし

ている。 

・確認プ

リント 

・小テスト 

・考査 

・確認

プリント 

・小テ

スト 

・考査 

・発言

分析 

・レポ

ート 
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1

編 

物
体
の
運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

【運動の表し方】 

・運動の表し方 

・等速直線運動 

・合成速度と相対速度 

・直線運動の加速度 

・落体の運動 

a: 運動の表し方についての観察，実

験などを通して，物理量の測定と扱い

方，運動の表し方，直線運動の加速

度について理解しているとともに，科

学的に探究するために必要な観察，

実験などに関する基本操作や記録な

どの基本的な技能を身に付けている。 

b: 運動の表し方について，問題を見

いだし見通しをもって観察，実験など

を行い，科学的に考察し表現している

など，科学的に探究している。 

c: 運動の表し方に主体的に関わり，

見通しをもったり振り返ったりするな

ど，科学的に探究しようとしている。 

・確認プ

リント 

・小テスト 

・考査 

・確認

プリント 

・小テ

スト 

・考査 

・発言

分析 

・レポ

ート 

【さまざまな力とそのは

たらき】 

・力とつり合い 

・運動の法則 

・さまざまな運動とは

たらく力 

 

a: さまざまな力とそのはたらきについ

ての観察，実験などを通して，さまざま

な力，力のつり合い，運動の法則，物

体の落下運動について理解していると

ともに，科学的に探究するために必要

な観察，実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身に付

けている。 

b: さまざまな力とそのはたらきについ

て，問題を見いだし見通しをもって観

察，実験などを行い，科学的に考察し

表現しているなど，科学的に探究して

いる。 

c: さまざまな力とそのはたらきに関す

る事物・現象に主体的に関わり，見通

しをもったり振り返ったりするなど，科

学的に探究しようとしている。 

・確認プ

リント 

・小テスト 

・考査 

・確認

プリント 

・小テ

スト 

・考査 

・発言

分析 

・レポ

ート 
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２
学
期 

1

編 

物
体
の
運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

【力学的エネルギー】 

・エネルギーと仕事 

・運動エネルギーと位

置エネルギー 

・力学的エネルギーの

保存 

・力学的エネルギーが

保存されない場合 

a: 力学的エネルギーについての観

察，実験などを通して，運動エネルギ

ーと位置エネルギー，力学的エネルギ

ーの保存について理解しているととも

に，科学的に探究するために必要な

観察，実験などに関する基本操作や

記録などの基本的な技能を身に付け

ている。 

b: 力学的エネルギーについて，問題

を見いだし見通しをもって観察，実験

などを行い，科学的に考察し表現して

いるなど，科学的に探究している。 

c: 力学的エネルギーに関する事物・

現象に主体的に関わり，見通しをもっ

たり振り返ったりするなど，科学的に探

究しようとしている。 

・確認プ

リント 

・小テスト 

・考査 

・確認

プリント 

・小テ

スト 

・考査 

・発言

分析 

・レポ

ート 

2
編 
さ
ま
ざ
ま
な
物
理
現
象
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

【熱】 

・温度と熱 

・熱の移動と保存 

・熱と仕事 

・熱効率と不可逆変化 

 

a: 熱についての観察，実験などを通

して，熱と温度，熱の利用について理

解しているとともに，科学的に探究す

るために必要な観察，実験などに関す

る基本操作や記録などの基本的な技

能を身に付けている。 

b: 熱について，問題を見いだし見通

しをもって観察，実験などを行い，科

学的に考察し表現しているなど，科学

的に探究している。 

c: 熱に関する事物・現象に主体的に

関わり，見通しをもったり振り返ったり

するなど，科学的に探究しようとしてい

る。 

・確認プ

リント 

・小テスト 

・考査 

・確認

プリント 

・小テ

スト 

・考査 

・発言

分析 

・レポ

ート 

【波】 

・波を表す 

・波の重ね合わせ 

・音の性質 

・弦の固有振動 

・気柱の固有振動 

 

a: 波ついての観察，実験などを通し

て，波の性質，音と振動について理解

しているとともに，科学的に探究するた

めに必要な観察，実験などに関する

基本操作や記録などの基本的な技能

を身に付けている。 

b: 波について，問題を見いだし見通

しをもって観察，実験などを行い，科

学的に考察し表現しているなど，科学

的に探究している。 

c: 波に関する事物・現象に主体的に

関わり，見通しをもったり振り返ったり

するなど，科学的に探究しようとしてい

る。 

・確認プ

リント 

・小テスト 

・考査 

・確認

プリント 

・小テ

スト 

・考査 

・発言

分析 

・レポ

ート 
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３
学
期 

2

編 

さ
ま
ざ
ま
な
物
理
現
象
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

【電気と磁気】 

・電流と電圧 

・電気抵抗 

・抵抗の接続 

・電気とエネルギー 

・直流と交流 

・電磁波 

 

a: 電気についての観察，実験などを

通して，物質と電気抵抗，電気の利用

について理解しているとともに，科学

的に探究するために必要な観察，実

験などに関する基本操作や記録など

の基本的な技能を身に付けている。 

b: 電気について，問題を見いだし見

通しをもって観察，実験などを行い，

科学的に考察し表現しているなど，科

学的に探究している。 

c: 電気に関する事物・現象に主体的

に関わり，見通しをもったり振り返った

りするなど，科学的に探究しようとして

いる。 

・確認プ

リント 

・小テスト 

・考査 

・確認

プリント 

・小テ

スト 

・考査 

・発言

分析 

・レポ

ート 

【エネルギーとその利

用】 

・エネルギーの変換と

保存 

・原子核のエネルギー 

・エネルギーの利用と

課題 

 

a: さまざまなエネルギーの特性や利

用，放射線の種類や性質，放射性物

質の基本的な性質について理解して

いる。 

b: さまざまなエネルギーの特性や利

用，放射線の種類や性質，放射性物

質の基本的な性質について，問題を

見いだし，科学的に考察し表現してい

るなど，科学的に探究している。 

c: エネルギーとその利用に関する事

物・現象に主体的に関わり，見通しを

もったり振り返ったりするなど，科学的

に探究しようとしている。 

・確認プ

リント 

・小テスト 

・考査 

・確認

プリント 

・小テ

スト 

・考査 

・発言

分析 

・レポ

ート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


